
金
滞
古
蹟
志
巻
廿
九

ぴ
今
の
地
へ
移
締
す
。
と
あ
り
。
き
れ
ば
薮
の
下
と
呼
ぺ
る
地
は
、

審
枇
地
な
り
と
い
へ
り
。

。

天

神

町

元
秘
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
天
紳
町
。
と
あ
り
。
此
の
町
は

岡
井
天
紳
の
枇
あ
る
を
以
て
町
名
に
呼
ぺ
り
。
但
し
従
前
は
、
駐
前

よ
り
柿
木
町
の
入
口
ま
で
の
聞
を
呼
ぴ
た
り
し
か
ど
、
明
治
四
年
戸

籍
編
成
‘
町
名
ど
も
改
革
の
時
よ
り
、
祉
の
横
通
り
た
る
金
浦
町
を

ぽ
天
紳
町
一
丁
目
と
な
し
、
夫
れ
よ
り
二
丁
目
・
一
一
一
丁
目
を
経
て
、
馬

坂
の
下
遜
を
ば
四
丁
目
と
た
し
た
り
。

。
椿
原
締
結

審
名
を
関
井
天
紳
と
稀
す
。
金
浦
一
一
郷
二
千
七
百
戸
許
の
産
土
紳

也
。
明
治
五
年
十
一
月
郷
枇
に
列
せ
ら
れ
、
同
七
年
六
月
枇
競
を
梼

原
紳
枇
と
改
稿
し
‘
同
十
四
年
丸
月
氏
子
の
情
願
に
依
り
て
膝
枇
に

列
せ
ら
れ
た
り
。
抑
営
枇
来
躍
は
、
枇
記
に
、
伏
見
天
皇
の
御
世
永

仁
五
年
、
営
関
富
樫
氏
の
家
人
御
闘
五
郎
と
一
式
ふ
入
、
京
都
北
野
よ

り
勧
請
す
と
い
へ
り
。
御
園
五
郎
は
一
一
裁
に
御
園
六
郎
と
あ
り
。
平

次
按
守
る
に
.
永
享
元
年
日
記
に
、
林
光
院
領
加
賀
図
横
北
庄
年
賀
、

粛
藤
御
園
五
郎
致
昌
未
椀
-
一
宮
々
の
事
を
多
く
載
せ
た
り
。
永
享
以
来
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可
ゑ
m
所
也
と
て
卜
閉
す
る
に
、
椿
原
吉
兆
の
一
脚
詑
あ
り
て
、
祉
地
を

愛
に
定
め
、
枇
殿
を
遁
管
し
て
永
く
鎖
祭
し
奉
る
。
共
頃
は
高
の
山

に
枇
殿
あ
り
し
を
‘
後
に
麓
へ
宮
治
す
。
と
い
へ
り
。
此
の
事
混
見

摘
弱
に
も
載
せ
た
り
。
枇
記
に
は
、
奮
耽
地
は
尻
垂
坂
の
縫
・
な
り
。

共
頃
問
弁
村
は
今
の
小
勝
町
漣
な
り
。
慶
長
年
中
小
勝
町
の
漣
惣
構

の
内
に
相
成
り
、
一
柳
枇
悌
閤
立
退
き
た
る
頃
、
問
弁
村
は
馬
坂
の
下

溢
へ
移
轄
し
、
榊
祉
は
共
近
縫
薮
J

下
と
云
ふ
所
へ
移
穂
す
。
然
る
に

共
後
武
士
屋
敷
等
次
第
に
庚
ま
る
に
付
、
岡
井
村
は
再
び
今
の
地
へ

移
り
、
枇
殿
は
梼
原
の
取
出
跡
へ
謹
h
y
.

取
出
跡
を
引
左
ら
し
一
位
頭

を
鐙
替
す
。
是
寛
永
十
二
年
た
り
。
と
あ
り
。
按
や
る
に
‘
慶
安
凶

年
二
月
位
地
由
来
書
に
、

居
屋
敷
由
緒
御
改
に
付
而
申
上
候

一
、
二
百
七
歩
飴
営
御
宮
屋
布

但
.
位
入
居
屋
敷
右
之
内
に
罷
在
候
。

一
、
二
百
四
拾
五
歩
古
御
宮
屋
布

『
前
端
悶
-

右
之
古
御
宮
屋
敷
明
け
申
時
、
少
々
さ
ゑ
ん
仕
候
底
に
、
慶
長
二
年

御
検
地
御
奉
行
藤
村
太
郎
右
衛
門
殿
・
服
部
五
右
衛
門
殿
御
竿
被
・

入
‘
問
井
村
宵
姓
方
ね
地
子
出
し
申
候
。
右
山
之
内
田
井
村
領
分
、

金
滞
古
蹟
志
巻
廿
丸

四

御
番
幌
・
文
安
年
中
御
呑
帳
等
に
、
御
前
五
郎
左
衛
門
尉
と
あ
り
。
同

人
な
る
べ
し
。
三
州
名
蹟
誌
に
は
、
永
仁
二
甲
午
年
鑑
夢
の
告
に
依

り
て
、
洛
陽
右
近
局
場
よ
り
此
岡
井
村
へ
勤
諦
す
。
其
頃
宮
樫
の
家

人
御
園
何
某
・
樋
口
何
某
一
神
徳
を
奔
し
感
侃
し
て
、

ι
叩
一
民
と
磁
力
同

心
し
て
宮
殿
を
替
み
、
田
地
敷
町
を
寄
附
し
、
調
官
を
定
め
、
鄭
重

に
祭
誕
す
。
と
い
へ
り
。
倭
漢
三
才
闘
曾
に
は
‘
金
津
天
満
宮
者
，
伏

見
院
御
宇
永
仁
五
年
九
周
菅
紳
勤
=
諦
之
↓
と
あ
り
。
是
則
ち
問
弁
天

紳
の
事
也
と
い
へ
り
。
さ
て
ま
た
名
蹟
誌
に
、
本
願
寺
の
家
司
松
田

女
郎
左
衛
門
問
弁
誠
に
居
住
し
、
営
箇
の
賦
税
を
押
領
し
‘
成
を
近

郷
に
振
ひ
し
が
、
天
正
の
頃
洲
崎
和
泉
入
道
と
不
順
と
な
り
、
洲
崎

に
謀
ら
れ
途
に
滅
亡
す
。
岡
井
落
携
の
節
‘
乙
の
枇
殿
狼
籍
せ
ら
れ
‘

枇
職
邑
民
も
離
散
し
、
一
時
中
絶
せ
し
か
芝
、
天
下
泰
干
に
麗
し
、

慶
長
年
中
漸
く
再
興
す
。
と
い
へ
り
。
さ
て
そ
の
枇
地
も
、
古
来
所

々
へ
移
轄
す
。
加
邦
鍛
に
云
ふ
。
岡
井
天
一
脚
の
駐
地
.
昔
は
石
川
門

の
外
奥
村
伊
強
屋
敷
の
内
に
池
あ
り
。
此
の
所
奮
跡
な
り
と
云
ふ
。

故
に
小
終
町
の
越
は
岡
井
村
の
地
内
に
て
、
往
古
は
叙
先
辻
越
に
問

弁
の
桁
落
あ
り
て
、
天
神
枇
も
共
地
越
に
あ
り
し
を
.
村
落
と
共
に

移
轄
の
時
、
ト
天
紳
の
枇
地
は
、
椿
原
・
い
し
た
塚
・
高
垣
の
墨
跡
の
内

天
一
柳
御
宮
従
n
先
規
-
有
来
候
。
以
上
。

慶
安
四
年
二
月
二
日
間
井
天
紳
枇
人
特
監

叉
明
暦
二
年
間
四
月
駐
地
由
来
等
上
申
書
に
も
、

一
、
四
百
五
拾
二
歩
飴
岡
井
天
神
世
人

内

三

百

二

拾

丸

歩

飴

地

子

屋

敷

但
、
宮
屋
布
之
儀
は
‘
従
昌
先
規
-
絡
に
御
竿
不
v
入
候
。
三
百
二
拾
九

歩
飴
は
.
岡
井
村
宜
姓
方
h
地
子
出
し
申
候
。

右
の
如
〈
記
載
す
れ
ば
、
今
の
地
へ
移
柑
仰
せ
し
は
、
慶
長
二
年
よ
り

以
前
在
る
事
著
明
也
o

叉
古
宮
屋
敷
と
あ
る
は
最
前
の
宮
地
に
て
、

栃
木
町
薮
の
下
の
奮
粧
地
た
ら
ん
か
o
寛
文
一
元
年
奮
藩
五
世
綱
紀
卿

入
国
の
節
如
v
左
願
書
あ
り
。

判

乍
恐
申
上
候
。

一
、
加
賀
守
様
御
入
固
に
付
捕
、
何
茂
御
屋
敷
拝
領
仕
罷
有
候
問
、

錫
昌
冥
加
-
御
肴
上
申
度
奉
v
存
候
。
則
親
・
兄
は
御
代
々
御
目
見
仕
候
。

就
b

共
加
賀
守
様
御
蹴
儀
之
閥
、
私
も
江
戸
ね
罷
下
申
候
底
、
銀
子
拝

領
仕
罷
蹄
候
o

御
屋
敷
拝
領
仕
乍
v
有
、
御
肴
も
上
げ
不
v
申
儀
、
無
昌

冥
加
一
仕
合
奉
v
存
候
閥
、
此
段
被
=
仰
上
一
御
札
・
御
肴
指
上
げ
申
様
被
v

篤
ν
成
被
い
下
候
者
、
難
ν
有
可
v
奉
v
存
候
。
以
上
。

四
七




